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New year's greetings 新年のごあいさつ

田
市
版
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
に

総
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
農
業
や
林
業
な
ど
の
本
市
の
基
幹

産
業
の
活
性
化
に
よ
る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
や
若
者
が
安

心
し
て
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
な

ど
、
日
田
市
の
未
来
に
希
望
が
持
て
る
地
域
社
会
の
維
持
・

発
展
に
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
日
田
市
に
は
す
ば
ら
し
い
自
然
や
、
昨
年
4
月
に
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
「
咸
宜
園
」
を
は
じ
め
、
先
人
か
ら

受
け
継
が
れ
た
価
値
あ
る
歴
史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
に
知
恵
と
工
夫
を
重
ね
、

地
域
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
「
自
己
決
定
と
自
己
責

任
の
原
則
に
基
づ
く
自
治
」
「
市
民
参
加
の
市
政
」
を
基
本

と
し
た
市
政
運
営
を
図
り
、
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
変
化
に

も
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
「
地
域
力
日
本
一
」
を
目
指
し

た
日
田
市
の
創
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
地
域
経
済
や
社
会
保
障
等
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
全

国
の
多
く
の
自
治
体
が
地
方
創
生
に
向
け
て
の
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
当
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
「
日
田
市
総
合
戦
略
」

を
実
現
す
る
に
は
、
市
民
の
理
解
や
支
援
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
と
議
会
が
一
緒
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
肝
要
な

こ
と
か
ら
、
3
つ
の
常
任
委
員
会
で
課
題
を
審
議
し
、

「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」
を
経
て
、
11
月
に
提
言
書

を
ま
と
め
市
長
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
提
言
に
あ
り
ま
す
「
地
場
産
業
の
育
成
・
支
援

策
を
強
化
し
、
安
定
し
た
雇
用
の
場
の
創
出
と
拡
大
」
「
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

「
人
を
呼
び
込
む
地
域
力
の
醸
成
と
清
流
復
活
」
を
目
指
す

た
め
、
総
力
を
挙
げ
て
課
題
に
向
か
い
、
地
域
の
豊
富
な
資

源
を
生
か
し
、
市
民
と
と
も
に
元
気
で
活
力
の
あ
る
日
田
市

を
創
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
が
厳
し
い
中
、
人
口
減
少
に
対
応
し

た
自
治
体
経
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
市
民

の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
日
田
市
総
合
戦
略
」
が
本
年
2
月
に
策
定
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
、
策
定
後
の
効

果
検
証
に
お
い
て
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
、
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
と
市
民
、
そ
し
て
議
会
と
が
協
働

で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
議
会
は
「
日
田
市
議
会
基
本
条
例
」
の

下
、
昨
年
市
民
の
付
託
を
受
け
ま
し
た
22
名
の
議
員
が
、

地
方
創
生
に
限
ら
ず
、
そ
の
付
託
に
的
確
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
議
会
の
役
割
と
責
任
を
し
っ
か
り
果
た

し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お
一

層
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
、
日
田
市
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「地域力日本一」を目指して
日田市長 原田啓介

市民とともに地方創生の実現を
日田市議会議長 嶋﨑健二

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
新
し
い
日
田
市
が
誕
生
し

て
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
ま
た
私
自
身
も
二
期
目
の
市
政
運

営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
、
市
民
の
皆
様
と
協

働
し
た
自
主
的
、
自
立
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
日
田
市

の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
の
情
勢
は
、
人
口
減
少
、
地
方
経
済
の
再

生
、
財
政
の
健
全
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
安
全
保
障
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
な
ど
多
く
の
難
し
い
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
は
、
国

及
び
地
方
の
活
力
の
低
下
を
招
き
、
社
会
保
障
制
度
の
維
持

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
解
決
す
べ
き

最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
町
村
合
併
後
、
周
辺
地
域
の

み
な
ら
ず
市
域
全
体
の
人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る
こ
と
は

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
活
力
あ
る
地
域
の
存
続

に
向
け
た
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

満
足
の
い
く
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
ご
ざ

い
ま
す
。
地
方
創
生
に
向
け
た
国
を
挙
げ
て
の
施
策
展
開
を

絶
好
の
追
い
風
と
捉
え
、
本
市
の
地
域
特
性
を
見
定
め
た
日
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マイナンバー制度が始まります！

広報キャラクター
「マイナちゃん」

マイナンバーの利用開始って？

教えて！マイナちゃん 連載　その７

　今月から、社会保障・税・災害対策の行政手続で、マイナンバー（個人番号）
の利用が始まります。 ※マイナンバーの提供を求めることがあります。

具体的には、どのような場面で利用されるのかな？

マイナンバーに便乗した不正な勧誘や情報取得などにご注意ください。
あやしいなと思ったら▶消費者ホットライン（局番なし）１８８番

●アルバイトの勤務先に
●奨学金の申請時に
●勤労学生の控除手続に

●パート・アルバイトの勤務先に
●出産育児一時金や育休の申請時に
●児童手当の申請時に

●扶養控除（異動）申請書など
　会社に提出する税務関係書類に
●健康保険や雇用保険、年金などの手続に

●福祉や介護の手続に
●災害時の支援利用時に

●中長期在留者や特別在留者などの外
国人も税や社会保障等の手続きでマ
イナンバーを使います

ずっと
使うから

大切にね！

学生 主婦・保護者

従業員 高齢者・障害者など

外国人

マイナンバーの利用開始に伴うお願い

　通知カードは大切にしてね
　マイナンバーの利用が始まったら、皆さんのお手元に届いた通知カ
ードで自分のマイナンバーを確認することになるから、通知カードは
大切に保管してね。
　マイナンバーは、原則として一生利用する番号で、通知カードに有
効期限はないんだよ。
　個人番号カードの申請をした人も、個人番号カードを受け取るまで
は、この通知カードでマイナンバーを確認することになるよ。（個人
番号カードの受け取りの際に、通知カードは回収します）

　住所変更や婚姻等の手続きのときには、カードを持参してね
　通知カードに記載されている住所や氏名の変更があった場合、カードの裏面に変更後
の内容を記載する必要があるんだ。住所変更の手続きや婚姻届などの提出時（名字が変
わる場合のみ）には、通知カードを必ず持ってきてね。
　個人番号カードを受け取った後は、個人番号カードも同じ取扱いになるよ。

通知カード受取りのお願い

　郵便配達時に不在だった世帯の通知カードは、市役所でお預か
りしています。まだ受け取っていない人は、市役所市民課で受け
取ることができますので、下記の必要書類を持参してください。

　【必要書類】
　　■本人確認の書類として下記の①又は②　　　　　
　　　①顔写真入りの身分証明書　 １点
　　　　（運転免許証、パスポートなど）　
　　　②顔写真が入っていない身分証明書　 ２点
　　　　（健康保険証、介護保険証、年金手帳など）

※世帯員以外の代理の人が受け取る場合は、ご本人からの委任状と、代理
人・ご本人それぞれの上記にある本人確認書類が必要になります。詳し
くは、お問い合わせください。

時間外受取り窓口を
開設します！

１月の毎週水曜日
（６日、13日、20日、27日）

午後５時～８時

　上記の日時で通知カードの時間外
受取り窓口を開設しますので、お仕
事等で日中に市役所にお越しいただ
けない人は、是非ご利用ください。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
事
務
に
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

郵便で届いた緑色の
紙のカードです！ ここにマイナンバーが

入ってます！

マイナンバーのお問い合わせはこちらへ
マイナンバー総合フリーダイヤル　　０１２０‐９５‐０１７８（無料）
日田市マイナンバーお問い合わせダイヤル　☎㉒８３０３

2016. 1. 1　広報ひた広報ひた　2016. 1. 1 45



市役所ではどんな手続で必要なのかな？

日田市においてマイナンバーを利用する主な手続 問合せ先区分

社
会
保
障

税

1児童手当の申請　2児童扶養手当の申請
3認定こども園等の利用申請

1国民健康保険、後期高齢者医療の資格・給付等の申請
2妊娠の届出

・要介護認定等の申請　・高額介護サービス費の申請
・特定負担限度額認定の申請

1生活保護の申請

2身体障害者手帳の申請　3自立支援医療費の申請

・市営住宅の入居申込み

1固定資産税の償却資産申告
2国民健康保険税の減免申請　3市民税の減免申請 
4軽自動車税の減免申請

■子育て・家庭支援

■国民健康保険等・健康増進

■介護保険

■生活保護

■障害者福祉

■市営住宅

■市税

こども未来室（市役所１階）
1・2家庭支援係
　☎㉒８２９２
3子育て支援係
　☎㉒８３１７

健康保険課
1国保・年金係（市役所１階）
　☎㉒８２７１
2健康支援係（ウェルピア内）
　☎㉔３０００

長寿福祉課（市役所１階）
　介護保険係
　☎㉒８２６４

社会福祉課（市役所１階）
1生活福祉係
　☎㉒８２６３
2・3障害福祉係
　☎㉒８２９０

建築住宅課（市役所５階）
　住宅係
　☎㉒８２１８

税務課（市役所１階）
1資産税係☎㉒８２０６
2・3市民税係
　☎㉒８３９６
4税制窓口係☎㉒８３９７

※下記の手続き以外にも個人番号が必要となる場合があります。マイナンバー制度の開始による３つのメリット

　上記の手続の際にマイナンバーを記入していただくため、法律に基づいて厳格な本人確認を行うこととなります。
　そのため、マイナンバーと顔写真付の身分証明書などがセットで必要ですが、個人番号カードは１枚でその役割を
果たします。

マイナンバーの確認顔写真付の身分証明書など

パスポートや
等 等

（表面） （裏面）

個人番号カード
１枚でＯＫ！

または 番号花子
012345678901

通知カード マイナンバー入りの住民票

運転免許証

■メリット１　添付書類の省略が可能に！（一部の手続において住民票や所得証明書等を集める必要がなくなります）
■メリット２　情報連携による、より適正かつ迅速な行政サービスが実現！（平成29年７月から連携予定）
■メリット３　マイナポータルで自分の個人情報のやりとりが透明化！（平成29年１月から利用開始予定）

日田市役所

次号は個人番号カードの受取りについてのお知らせだよ

給付

他機関

①添付書類の申請

他機関

給付

①申請

■メリット２
　マイナンバーによる
　　　　情報連携！

今後現状

■メリット１
　不要となります！

■メリット３
　マイナポータルで
　履歴等の見える化！

日田市役所

Ｑ．個人番号カードって絶対作らないといけないの？
Ａ．個人番号カードの取得は義務ではなく任意です。
　　市としては、マイナンバーの確認ができることだけでなく、身分証明書や公的個人認証の
　　機能等を備えた市民生活の利便性の向上につながるカードとなることから、個人番号カー
　　ドの取得を推進しています。

Ｑ．通知カードを紛失したときはどうしたらいいの？
Ａ．市役所で再交付の手続きができます。紛失等による再交付の場合は、５００円の再交付手
　　数料が必要となります。

マイナンバーＱ＆Ａ　～よくあるご質問～

④

申請書
添付書類

③

②交付

②
※申請者が自身の個人番号がわからず申請書等への個人番号の記載が難しい場合等

には、必ずしも記載を求めるものではありません。
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市 政 情 報 ピ ッ ク ア ッ プ

●皆さんの意見を募集します
　市では、下記の計画案、条例案、改定案について皆さ
んの意見を募集します。

▶内容・意見提出期間
　①日田市中小企業振興基本条例　　　 １月20日㈬まで
　②第２次日田市環境基本計画改定版　１月22日㈮まで
　③日田市まち・ひと・しごと創生総合戦略　 １月26日㈫まで
　④日田市過疎地域自立促進計画　　　 １月26日㈫まで

●就学援助制度（入学準備金）の申請を受け付けます
　４月に日田市立の小・中学校に入学予定の子供がいる
家庭で、就学援助の対象となる人に入学準備金として、
新入学学用品費（ランドセル・制服等の入学に必要なも
のを購入する費用）を３月に支給します。平成28年度
入学予定の家庭には、申請書などの必要書類を郵送しま
すので、対象となる人は、申請書、課税証明願・委任状
を、同封している返信用封筒で提出してください。

▶援助対象
・市民税非課税又は減免を受けている世帯
・児童扶養手当の支給を受けている世帯
・生活保護が廃止又は停止になったが、なお生活が苦し

く諸学費に困っている世帯
・前年中の世帯全員の総収入が生活保護受給世帯に準じ

る額以下である世帯
・病気や災害など特別な事情により、収入が著しく減少

し諸学費に困っている世帯

▶支給額（一人に付き）
　小学校入学予定者　20,470円
　中学校入学予定者　23,550円
※新入学学用品費以外の学校給食費などの援助費については、別

途申請が必要です。詳細は市ホームページをご覧ください。　
▶支給時期
　２月下旬～３月下旬
▶提出期限
　１月25日㈪必着

問学校教育課学務係☎㉒８２２１（市役所別館２階）

▶閲覧場所
　市ホームページ、市役所３日以内窓口、各振興局・振

興センター、各地区公民館（各振興局・振興センター
管内を除く10か所）、下記担当課

▶意見提出方法　閲覧場所に備付けの意見書を提出
▶問合せ先
　①商工労政課地場産業振興係☎㉒８２３９（市役所３階）
　②環境課企画推進係☎㉒８３５７（市役所２階）
　③・④企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

●平成28年度市民サービス協働事業を募集します

▶募集事業
①ＮＰＯ提案型（自由テーマ型）：予算の範囲内（上限80万円）
　ＮＰＯが非営利で公益的な事業の企画案を市に提出し、ＮＰＯと市が協議しながら実施する事業
②行政提案型（テーマ設定型）：協働担当課が示す予算の範囲内
　次の市の事業に対して、ＮＰＯが具体的な事業の実施方法を提案し、ＮＰＯと市が協議しながら実施する事業

　市では、ＮＰＯ（特定非営利活動法人及び非営利の市民活動団体）と市との協働を推進し、ＮＰＯの特性を生かした
市民サービスを提供するため、平成28年度実施予定の市民サービス協働事業を募集します。

№ 事業名 事業概要 協働担当課

１

２

３

４

５

屋久島町子ども交流事業

文化芸術鑑賞公演委託事業

環境教育推進事業
（子ども環境バスツアー）

ＮＰＯ育成事業

女性人材育成事業

市内在住の小学校６年生（40人）を対象に、３泊４日で
屋久島町を訪問するための企画・運営

文化芸術鑑賞公演の企画・運営

市内在住の小学生を対象に、日帰りで環境について学習
する「子ども環境バスツアー」の企画・運営
若者連絡協議会パトリンクの連絡・調整、ＮＰＯ育成講座
の企画・運営、ひたまちづくり交流大会（仮称）の開催

女性人材（財）バンクを立ち上げ、登録者を対象に講座
を開催。また、一般市民を対象に公開講演会を開催

企画課

環境課

市民活動推進課

▶申込資格　
　３人以上で構成し、非営利で公益的な活動を行ってい

るＮＰＯ（法人格の有無は問いません）
▶申込方法　
　市民活動推進課に備付けの提案書等を持参
※申込みを希望するＮＰＯは、必ず事前にお問い合わせくださ

い。詳しい内容や提出書類について説明します。

▶申込期限　２月19日㈮
▶事業の決定　
　審査委員会（３月下旬予定）の審査結果を受け、実施

事業を決定します。

問市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所２階）

●日田市国民健康保険保健事業実施計画
　　　　　　　　　　　　（データヘルス計画）を策定しました

　健康寿命の延伸を図るために、医療や健診などのデータを活用して、日田
市の実情にあった、効果的な保健事業を実施するための計画です。

データヘルス計画とは？

【医療費データからの分析】
　高血圧症・脂質異常症・糖尿病・

人工透析患者等の割合が、同規模
の市と比較して高くなっていま
す。

【健診データからの分析】
　特定健診の受診率が国や県と比較

して低くなっています。また、質
問票では、運動不足、夕食後の間
食、飲酒量が多い人の割合が、同
規模の市と比較して高くなってい
ます。

【介護データからの分析】
　要介護者の有病状況は、心臓病や

脳疾患などの生活習慣病で治療を
している人が、同規模の市と比較
して高くなっています。

　各データを分析した結果、高血圧
症、糖尿病、脂質異常症の発症を若
い世代から予防し、重症化を予防す
ることで健康寿命を延ばす取り組み
が必要です。

平成29年度までの重点的な取組
■特定健診・特定保健指導実施

率の向上
■生活習慣改善のための保健指

導の充実
■健康意識の向上

短期（単年度ごとの）目標として
・運動習慣者の増加　
・食習慣の改善
・飲酒量の減少
・特定健診、特定保健指導の実

施率の向上　
・非肥満高血糖者の減少　
・メタボ予備群の減少
・ジェネリック医薬品の使用促進

（普及率の向上）　
を定め、保健事業に取り組みます。問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

●日田市複合文化施設「愛称」・「ロゴマーク」を募集します
　複合文化施設の整備に併せ、市民の皆さんに愛され、
親しまれる愛称・ロゴマークを募集します。

▶募集期間　１月６日㈬～29日㈮
▶応募方法
　専用の応募箱に投かん、郵送、ファックス又はメール
※愛称・ロゴマークは、各一人１点とします。　
※愛称又はロゴマークいずれか１点の応募でも可能です。

▶応募箱設置場所　市役所３日以内窓口、社会教育課、
各振興局、各地区公民館

※詳細は、市ホームページ又は応募箱設置場所に置いている応
募用紙(応募要項)をご覧ください。

問〒８７７‐８６０１（住所記載不要）
　社会教育課生涯学習推進係☎㉒８２２４（市役所２階）
　　㉒８３８０　 skkyoiku@city.hita.oita.jp

日田市の現状は…？

※詳細は市ホームページをご覧ください。
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くらしの情報 くらしの情報次回の広報ひた１月15日号は、１月15日㈮に発送します。Information 1.１

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
に
な
っ
た
人
は
、
国
民
年
金
第

１
号
の
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
届
く
「
国
民
年
金
資
格
取
得

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
は
、
学
生
納
付
特
例
制

度
や
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

水
道
管
管
内
カ
メ
ラ
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

　
左
記
の
範
囲
に
お
い
て
、
水
道
管
管
内

の
状
況
を
撮
影
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
撮
影
に
よ
っ
て
、
管
内
の
状
況
を
分

析
・
把
握
し
、
管
路
の
更
生
を
図
る
う

え
で
の
資
料
を
作
成
し
ま
す
。

　
各
調
査
場
所
に
つ
い
て
は
、
交
通
誘

導
員
を
配
置
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
に
よ
る
断
水
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

■
調
査
範
囲

　
会
所
山
系
第
１
配
水
区
（
５
か

所
）
・
同
第
２
配
水
区
（
５
か

所
）
・
同
第
３
配
水
区
（
20
か
所
）

■
対
象
自
治
会

　
若
宮
町
・
元
町
・
南
元
町
・
丸
の
内

町
・
豆
田
第
一
・
城
町
二
丁
目
・
上

城
内
町
・
丸
山
一
丁
目
・
城
内
新

町
・
田
島
一
丁
目
・
田
島
二
丁
目
・

田
島
本
町
・
田
島
町
・
刃
連
町
・
三

芳
小
渕
町
・
日
ノ
出
町
・
清
岸
寺

町
・
吹
上
町
・
北
友
田
一
丁
目
・
上

手
町

※
右
記
自
治
会
の
一
部
が
調
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

■
調
査
期
間

　
１
月
12
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

問
水
道
課
工
務
係

　
☎
㉒
８
２
３
７
（
市
役
所
５
階
）

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
そ
の
１
１
０
番
、

本
当
に
緊
急
で
す
か
？ 

　
１
１
０
番
は
事
件
事
故
専
用
の
緊
急
ダ

イ
ヤ
ル
で
す
。

　
不
要
不
急
の
通
報
が
増
え
る
と
、
本
当

に
緊
急
な
事
件
事
故
へ
の
対
応
が
遅
く
な

っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
、
要
望
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

警
察
相
談
電
話
又
は
日
田
警
察
署
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
１
１
０
番
は
県
民
と
警
察
を
つ
な
ぐ
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
適
正
な
利
用
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問
警
察
相
談
電
話
☎
♯
９
１
１
０

　
日
田
警
察
署
☎
㉓
２
１
３
１

過
去
に
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
林
業
退
職
金
共
済
に
加
入
し
て
い
た
も

の
の
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

を
探
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
業
退
職
金
共
済
に
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
調
べ

ま
す
。

　
罹
災
し
た
共
済
契
約
者
及
び
被
共
済
者

の
皆
さ
ん
へ
の
各
種
手
続
に
つ
い
て
も
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

　
大
分
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
５
０
０

の
び
の
び
発
達
相
談

　
就
学
前
の
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
に

関
す
る
相
談
に
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
、
保
育
士
、
臨
床
心
理
士
等
が
応
じ

ま
す
。

■
と
き
　

　
１
月
22
日
㈮
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
内
容

・
動
き
が
激
し
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ

な
い
な
ど
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ
り
方

に
関
す
る
相
談

・
聞
こ
え
や
言
葉
に
関
す
る
相
談

・
声
の
掛
け
方
や
遊
び
方
な
ど
子
育
て
に

関
す
る
相
談

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
１
月
８
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の

　
　
　
　
申
請
は
お
早
め
に
！

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
、
８
月

中
旬
に
申
請
書
を
送
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人
が
い
ま

す
。
12
月
20
日
過
ぎ
に
改
め
て
申
請
書
が

郵
送
さ
れ
た
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
締
切
　

　
２
月
29
日
㈪
（
消
印
有
効
）

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）
　

　
臨
時
福
祉
給
付
金
担
当
☎
㉒
８
３
４
０

・
市
民
税
の
課
税
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
㉒
８
３
９
６
（
市
役
所
１
階
）

大
分
県
立
聾
学
校

　
　
　
　
幼
稚
部
入
学
者
募
集

■
対
象
者

　
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
25
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね
60
デ
シ
ベ

ル
以
上
の
人
の
う
ち
、
補
聴
器
等
の
使
用
に

よ
っ
て
も
通
常
の
話
声
を
聴
き
と
る
こ
と
が

不
可
能
又
は
著
し
く
困
難
な
人
。

■
募
集
期
限

　
２
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
出
願
関
係
書
類
は
、
大
分
県
立
聾
学
校
事
務

室
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
立
聾
学
校

　
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

　
　
０
９
７
‐
５
４
６
‐
２
１
１
１

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
　
平
成
28
年
度
入
校
生
募
集

　　
入
校
を
希
望
す
る
人
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
職
業
相
談
を
受
け
た
後
、
願
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間

　
４
月
12
日
㈫
〜
平
成
29
年
３
月
17
日
㈮

■
募
集
科
目

①
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

②
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

■
対
象
　

①
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
人

②
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
、
離
転
職
者
等

■
試
験
日
　
２
月
15
日
㈪
　

■
合
格
発
表
　
２
月
18
日
㈭

■
募
集
数
　
各
科
20
人

※
授
業
料
無
料
。
（
入
校
時
に
教
科
書
等
の
実

費
が
必
要
）

■
募
集
期
限
　
１
月
29
日
㈮
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

第
18
回
鬼
火
焚
き

　
当
日
は
、
神
主
に
よ
る
神
事
、
岳
滅
鬼

太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
10
日
㈰
　
午
前
６
時
〜

　
中
ノ
島
町
河
川
敷
（
か
ん
ぽ
の
宿
前
）

問
Ｄ
Ｓ
会
事
務
局
（
渡
辺
）

　
☎
㉒
６
６
５
５

「
が
ん
を
よ
く
知
っ
て
が
ん
と
共
に
生
き
る
」

教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
第
１
回
）

　
「
が
ん
と
い
う
病
気
や
治
療
法
に
つ
い

て
よ
く
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
17
日
㈰
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

□
定
員
　
１
２
０
人

※
申
込
み
不
要
で
先
着
順
で
す
。
受
講
無
料
。

問
大
分
大
学
医
学
部
看
護
学
科

　
☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
５
０
５
４

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
１
月
20
日
㈬
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
９
月
か
ら
調
査
員
が
各
家
庭

を
訪
問
し
、
指
導
員
及
び
市
で
調
査
書

類
の
審
査
・
整
理
を
行
っ
た
後
、
12
月

に
総
務
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
調

査
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
情
報
統
計
課
情
報
・
統
計
係

　
☎
㉒
８
２
６
０
（
市
役
所
６
階
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

伝統行事の「心」を継承   

　＜歳神様＞
　一年の初めに天界から舞い降り、その年の五
穀豊穣と家内安全を約束してくれる神様。
　「正月」はその歳神様をお迎えし祝う行事
で、新年を迎えたときの「あけましておめでと
うございます」は、歳神様を迎える祝福と感謝
の意を表す言葉です。
　正月を迎える喜びは今も昔も変わらず、また
正月には様々な伝統や文化、慣習が根付いてい
ます。インターネットで正月のイラストを検索
してみると、『初日の出、富士山、獅子舞、凧
…』など、にぎやかな絵が勢揃い。正月は「め
でたい」行事の代表格といえます。
　正月のめでたさを彩るひとつに「門松」があ
ります。門松の由来は、歳神様の安息所であ
り、また下界に降りてくるときの目印とされて
き ま し た 。 そ し て 、 そ の 門 松 に 使 わ れ る
「松」「竹」「梅」（いわゆる「松竹梅」）も、
めでたさの象徴として日本人に愛され続けてい
ますが、この「松竹梅」は中国の「歳寒三友」
が日本に伝わったものです。
　＜松と竹は寒中にも色あせず、
　　　　　　　　　　また梅は寒中に花開く＞
　中国の松竹梅に対する認識は「清廉潔白・節
操」という文人の理想を表現したものであ
り、「めでたい」感覚は持ち合わせていませ
ん。また、日本では松竹梅を等級に用いること
がありますが、もともと優劣があるわけではあ
りません。松が最上級で、次いで竹、梅とする
ことが多く見受けられますが、「三友」と示さ
れているように、松竹梅は「３種の友人」とい
う意味合いが強く感じられます。
　正月は、日本最古の行事といわれています。
この伝統行事を後世につなげていくとき、「新
たな年を迎えられる喜びや感謝の心」を同時に
引き継いでいくことが望まれます。そして、そ
の継承は、自然や他人を敬う心のかん養をもた
らすはずです。

　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

募
集
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平成27年日田市の

10大ニュース

平成27年日田市の10大ニュース

　平成28年、新たな年を迎えるにあたり、広報ひたでは
平成27年の出来事を、掲載記事を中心に10大ニュース
としてまとめました。

　５月９日、パトリア日田大ホールで、日田市の合併10
周年の節目を祝して、「日田市合併10周年記念式典」が
盛大に開催された。式典では、新市10年の歩みをつづっ
た映像が上映されたほか、地域審議会歴代会長への感謝
状の贈呈や石破茂地方創生担当相による記念講演が行わ
れた。

５月　日田市合併10周年記念式典

　ひた生活領事館イン福岡を、日田市のアンテナショッ
プとして、中央区天神にある百貨店「大丸福岡天神店」に
移転し、リニューアルオープンした。市町村単独で百貨店
内にアンテナショップを設ける例は全国でも珍しく、多く
の流通業界関係者が注目。産直野菜や魅力ある日田の産品
を求めて、初日から多くの買い物客でにぎわった。

６月　大丸福岡天神店東館地下２階に
　　　日田市のアンテナショップを出店

　８月、中津江振興局・中津江公民館等が旧中津江小学
校跡地に、10月に夜明公民館・夜明振興センターが旧
夜明小学校跡地にそれぞれ移転した。今後、地域住民の
よりどころとして、活用される。

８・10月　振興局・振興センターが移転

　竹田公園内に新しい竹田浄水場が完成し、４月１日、
通水式が行われた。隣接する旧竹田浄水場は昭和29年の
竣工で、運転開始から60年が経過しており、老朽化した
施設の改修や建物の耐震性などが課題となっていた。新し
い浄水場では、今以上の安全でおいしい水道水の供給が期
待される。

４月　竹田浄水場完成

　鮎漁を復活すべく、継代を若返らせた鮎の人工種苗に
加え、切り札となる鹿児島県産の海産種苗を新規導入
し、三隈川水系の鮎漁は回復の兆しを見せた。
　また、７月には「やな場茶屋」が新築オープンした。
内装に日田杉を使用した店内からは三隈川が一望でき、
水郷日田ならではの魅力が味わえる施設となっている。

５・７月　日田の鮎漁復活へ
　　　　　日田鮎やな場新設オープン
　　　　　

　任期満了に伴う日田市長選挙が７月12日に実施され、
現職の原田啓介市長が再選を果たした。また、平成27年
は統一地方選挙の年で、４月12日に、県知事・県議会議
員選挙、４月26日に、市議会議員選挙が行われた。

７月　原田市長の２期目スタート

　４月、本市で３校目となる施設一体型小中一貫校「日田
市立大山小学校・中学校」が開校した。新校舎の内部は、
木材を多用した温もりが感じられる仕上げとなっている。
　また12月に、県内の地球温暖化防止に向けた活動を
募集する「おおいた低炭素杯」において、同中学校が学
生活動部門賞を受賞し、表彰された。

４・12月　大山小学校・中学校が開校
おおいた低炭素杯で大山中学校が表彰

　3月、練習場所に悩む愛好者等の要望に応え、大原公
園内に、県内初となる公設スケートボード場が完成し
た。４月に行われたオープニングイベントでは、プロラ
イダーによる妙技が披露された。

３月　公設スケートボード場完成

　「みんなで育む笑顔あふれる子どものまち“ひた”」を基
本理念に、３つの基本的な視点と７つの基本的な目標を掲
げ、子供・子育て支援の総合的な取組を開始した。このプ
ランでは平成27年４月から開始された「子ども・子育て
支援新制度」に向け、次代を担う子供たちの健やかな成長
を皆で応援していく計画を定めている。

３月　“ひたっ子”子ども・子育て
　　　　　　　　応援プランを策定

　世界遺産登録の取組を進めている日田市の「咸宜園」
をはじめとして、茨城県水戸市の「弘道館」、栃木県足
利市の「足利学校」、岡山県備前市の「閑谷学校」が
「近世日本の教育遺産群-学ぶ心・礼節の本源-」とし
て、『日本遺産』に認定された。

４月　「咸宜園」や「豆田町」などが
　　　　日本遺産の第１弾として認定

夜明公民館 中津江振興局
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

無病息災を祈願
　５年に一度開催される「大野楽」が11月22日、
前津江町の大野老松天満社で奉楽された。
　この「大野楽」は、大分県指定無形民俗文化財に
指定されており、前津江町大野地区に古くから口伝
によって伝えられている。五穀豊穣や疫病災難払い
等を念じ、氏神である大野老松天満社に奉楽され
る。
　特異な衣装をまとい、音楽と身振りからなり、行
進しながら舞う「道楽」と広場で曲に合わせて舞う
「座楽」で構成される。同日開催されていた、前津
江町ふるさと祭でも楽が披露された。
　前津江町ふるさと祭では、前津江小学校の児童約
30人が村童子、薙刀使いにふんし参加。大勢の観
客が見守る中、児童は伝統的な舞を力いっぱい披露
していた。

障害者スポーツ大会で上位入賞！
　10月に和歌山県で開催された「第15回全国障害者
スポーツ大会」で、陸上競技の50ｍ走で優勝、ジャ
ベリックスローで第２位の髙倉国寛さんと、アーチェ
リーで第２位の投野文仁さんが、11月17日、受賞報
告に訪れた。髙倉さんは初参加での快挙。「連覇を目
指したい(髙倉さん)」「忘れ物(金メダル)を取りにい
く(投野さん)」と来年に向けた抱負を語った。

むらしこ

みちがく

ざがく

交通の歴史にふれて
　11月15日、花月地区に残る県指定史跡の石畳の道
で、第18回中津・日田往還「石坂石畳道」ウォーキ
ング大会があり、約300人が参加した。旧花月小学校
区の住民で作る実行委員会と三花公民館が、地域遺産
を活用した地域活性化のため毎年実施している。参加
者は、江戸時代そのままの石畳の坂道を上りながら交
通の歴史に触れ、ゴールでは山里の味覚を頬張った。

時間上手に生きるために
　「“時間上手”人生のススメ」と題し、12月３日、
公開講演会が市役所で開催され、別府大学文学部准
教授の佐藤敬子氏がよりよく生きていくための「生
き方のヒント」について話した。
　また、佐藤氏が講師を務めた「ひた女性人材育成
倶楽部“キアラ”第５期生」の成果発表会も開催さ
れ、受講生による発表が行われた。

豊かな森をはぐくむために
　森林を守り育てる機運を高め、筑後川上下流住民
の交流と親睦を図ることなどを目的に「市民参加の
森づくり大会」が11月29日、萩尾市有林で開催され
た。市内はもとより久留米市や福岡都市圏から約
270人が参加。約0.64haにチャンチンモドキなどの
早生樹1,300本を植えた。植樹後には、地元でとれ
たシシ肉を使ったカレーが振舞われた。

空から咸宜園を見てみよう！
　大型熱気球を使って上空から日本遺産を一望す
る、「空から咸宜園・豆田町を見てみよう！」が
11月28日・29日に咸宜小学校グラウンドで開催さ
れた。江戸時代の「学園都市」日田の姿や魅力を体
感しようと、抽選で選ばれた400人が参加した。普
段味わうことのできない、「空から咸宜園を見られ
る」と、参加者の目はきらきらと輝いていた。

ホンモロコ　学校給食に登場
　市の特産品づくりの一環として試験養殖している
淡水魚「ホンモロコ」が11月25日、天瀬町の小・
中学校の給食で提供された。子供たちは市内の漁業
協同組合や日田市でつくる、日田市内水面利活用推
進協議会の事務局からホンモロコについての説明を
受け、理解を深めた。子供たちはホンモロコのから
揚げを「おいしい！」と味わって食べていた。

2016. 1. 1　広報ひた広報ひた　2016. 1. 1 1415



　
昭
和
49
年
に
設
立
し
た
日
田
市
立

日
隈
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
。

　
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
43
人

で
構
成
さ
れ
る
小
さ
な
チ
ー
ム
が
、

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
に
行
わ
れ
た
、
「
第
33

回
九
州
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
全
国
大
会
予
選
）
」
及
び
10

月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
「
第
43
回
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
九
州
予

選
」
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
、
2

つ
の
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。
日
隈
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
昭

和
63
年
以
来
27
年
振
り
の
こ
と
。

　
「
海
を
こ
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
息

の
合
っ
た
演
奏
と
動
き
、
演
奏
に
合

わ
せ
て
1
秒
ご
と
に
隊
列
が
変
化
す

る
様
子
に
は
見
る
者
を
圧
倒
す
る
力

強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も

日
々
の
練
習
の
成
果
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
全
員
が
4
・
５
年
生

か
ら
金
管
楽
器
を
習
い
始
め
、
中
に

は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
習
い
事

を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ

積
み
重
ね
た
時
を

　
　
　
音
に
乗
せ
て

災害発生時の連絡手段について！
　お正月は家族と過ごすという人も多いと思います。
　皆さんが集まるこの機会に是非、災害発生時の連絡
手段について話し合っておきましょう。
　災害が発生すると、電話やメールは回線がパンクし
てつながりにくくなります。災害時の連絡には下記の
方法が有効です。

■固定電話、携帯電話から「災害用伝言ダイヤル」
・伝言の登録
　【１７１→１→固定電話番号（市外局番から）】
・伝言の確認
　【１７１→２→固定電話番号（市外局番から）】

■パソコン、スマートフォンから
　　　　　　　　　「災害用伝言板 Web１７１」
①https://www.web171.jpへアクセス
②連絡をとりたい人の固定電話番号や携帯電話番号を入力
③伝言を登録、確認
■スマートフォンから「各種アプリ」
・ＮＴＴドコモ……………「災害用キット」
・ＫＤＤＩ(ａｕ)………… 「ａｕ災害対策」
・ソフトバンクモバイル…「災害用伝言板」
をダウンロードして利用
 平常時にも利用可能ですので、家族でどの方法を利
用するか話し合い、一度試してみましょう。

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）

　
限
ら
れ
た
練
習
時
間
の
中
で
、
全

国
大
会
に
出
場
す
る
レ
ベ
ル
の
集
団

に
成
長
し
、
見
る
者
の
心
を
魅
了
す

る
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
は
、
仲
間
た

ち
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
く
し
て
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
チ

ー
ム
の
い
い
所
は
、
元
気
で
明
る

く
、
み
ん
な
仲
良
し
」
と
部
長
の
溝

江
君
。
そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

が
、
音
に
も
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の

笑
顔
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
に
元
気

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
金
管
バ
ン

ド
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日田市立日隈小学校金管バンド

新刊情報

　
昨
年
の
10
月
27
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
秋
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
の

中
か
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
応
募
作
品
に
つ
い
て
、
一
部
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
四
字
熟
語
を
作
ろ

う
！
」
で
は
、
又
吉
直
樹
さ
ん
の

「
新
・
四
字
熟
語
」
の
作
品
を
参
考

に
、
新
し
い
四
字
熟
語
を
そ
の
意
味
と

一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
楽
時
瞬
速
」
（
ら
く
じ
し
ゅ
ん
そ
く
）

　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
ラ
ラ
さ
ん
）
　
　

　
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
う
こ
と

「
俄
闘
球
団
」
（
に
わ
か
と
う
き
ゅ
う
だ
ん
）

　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
ち
ー
姉
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

　
巷
で
人
気
が
出
て
き
た
闘
球
（
ラ
グ
ビ

ー
）
を
、
ル
ー
ル
も
よ
く
わ
か
っ
て
な

い
の
に
、
大
騒
ぎ
し
て
応
援
し
て
い
る

人
た
ち
の
こ
と

「
夢
望
老
華
」
（
む
ぼ
う
ろ
う
か
）

　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
匿
名
希
望
さ
ん
）
　
　

夢
や
望
み
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
と
老

後
は
華
や
か

　　
他
に
も
楽
し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
図
書
館
に
は
他
に
も
参
考
に
な

る
本
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
頭
を
ひ
ね

っ
て
考
え
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。

　
「
お
と
な
え
ほ
ん
〜
大
人
に
こ
そ
読
ん
で

ほ
し
い
絵
本
た
ち
」
で
は
、
お
ス
ス
メ
ポ

イ
ン
ト
と
一
緒
に
、
読
ん
で
欲
し
い
絵
本

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
ど
こ
い
っ
た
ん

　
（
ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン
/
作
）

　
シ
ン
プ
ル
な
絵
で
、
出
て
く
る
動
物
た

ち
は
無
表
情
な
の
に
、
お
も
し
ろ
く
て

お
か
し
い
！
意
外
な
結
末
と
関
西
弁
の

訳
文
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。

・
と
し
ょ
か
ん
ラ
イ
オ
ン

　
（
ミ
シ
ェ
ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン
/
作
）

　
図
書
館
は
静
か
に
す
る
と
こ
ろ
。
で

も
、
こ
の
ラ
イ
オ
ン
だ
け
は
入
れ
る
の

で
す
。
最
後
は
感
動
的
で
す
。

・
お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に

　
（
く
す
の
き
し
げ
の
り
/
作
）

　
こ
の
本
こ
そ
大
人
の
人
に
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
で

す
。
つ
い
つ
い
お
子
さ
ん
に
大
き
な
声

を
出
し
て
い
る
あ
な
た
。
子
ど
も
の
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
人
の
都
合
で
し
か
っ
て
ま
せ
ん
か
？

こ
の
本
を
読
む
と
お
子
さ
ん
を
も
っ
と

も
っ
と
大
好
き
に
な
り
ま
す
よ
。

　　
絵
本
は
子
供
だ
け
が
読
む
も
の
で
は
な

く
、
大
人
に
も
優
し
い
心
の
処
方
箋
に
な

り
ま
す
。
心
に
染
み
入
る
絵
本
、
経
験
を

重
ね
た
こ
と
で
深
く
共
感
で
き
る
絵
本

等
、
図
書
館
で
い
ろ
ん
な
本
を
探
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
年
に
２
回
の
読
書
週
間
で

は
、
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
の

で
お
楽
し
み
に
！

大
好
き
!
図
書
館

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
１月９日㈯　午後３時～４時
１月23日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

おおきいサンタとちいさいサンタ
谷口智則／作・絵
文溪堂
　
　ある丘の上に、おおきいサンタとち
いさいサンタが住んでいた。プレゼン
トをくばり終えたふたりのいえに、手
紙がとどく。手紙に書かれていたおね
がいは…。「100にんのサンタクロー
ス」のおはなしの前のおはなし。

直系子孫が明かす！
真田幸村の真実
真田徹／監修
宝島社

　謎に満ちた真田幸村の
生涯を、仙台真田家14
代目当主・真田徹が読み
解く。徳川家康直系子孫の徳川宗家18代
当主・徳川恒孝氏との対談、最新の研究で
わかった新たな幸村像を語るインタビュー
も収録。

  

図書室で暮らしたい
辻村深月／著
講談社
　
　作家になる前から、作家になってか
ら、夢中で追いかけてきた小説、漫
画、アニメ、音楽、美味しいもの…。
　すべてが詰まったエッセイ集。短
編「おじいちゃんと、おひさまのかお
り」を特別収録。

１
８
15
22
29

９
16
23

２

3028

７
14
21

４
11
18
25

３
10
17
24
31

27

６
13
20

26

５
12
19

土日 月 火 水 木 金

１月の休館日（○…休館日）
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成27年11月30日現在） 

■人口　
　68,457人
　（前月比－31人）
・男　32,368人
・女　36,089人
■世帯数
　27,168世帯

　★わくわく制作（絵馬作り）
　　６日㈬・７日㈭
　　午前11時～
　★チャレンジキッズ
　　（お正月の遊び）
　　９日㈯ 午後２時～
　３Ｂ体操
　　19日㈫　午前11時～
　★わくわく制作（鬼のお面作り）
　　20日㈬・21日㈭　
　　午前11時～

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

月生まれ１
　３月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。２月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

あやね
森山絢音ちゃん
（１歳・清水町）

ゆうせい
中村悠聖ちゃん
（１歳・天神町）

あかり
田中 燈ちゃん
（１歳・吹上町）

ひ び と
石井日々昇ちゃん
（１歳・銭渕町）

けいた
林 慶汰ちゃん
（１歳・三芳小渕町）

あかり
梶明莉ちゃん
（１歳・日ノ出町）

檜鶴桜子ちゃん
（１歳・清水町）

江藤凛人ちゃん
（２歳・南友田町）

川浪梨央ちゃん
（２歳・北友田２丁目）

あおの
中嶋碧乃ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

ひなた
立花 暖ちゃん
（３歳・城内新町）

りゅうせい
本琉誠ちゃん
（３歳・財津町）

きいち
田邉輝一ちゃん
（３歳・田島３丁目）

そうし

み ゆ
森下望結ちゃん
（２歳・淡窓１丁目）

伊東咲友菜ちゃん
（１歳・北友田１丁目）

さ ゆ な

子育てを応援します！
児童館・支援施設　１月の主な催し　　

天瀬児童館　☎８９２２

●お正月遊び
　５日㈫～９日㈯
　午前10時30分～
　鬼のお面作り
　26日㈫～29日㈮
　午前10時30分～
●節分会
　30日㈯　午前10時30分～

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎２９０１

　凧作り
　９日㈯ 午前10時30分～　
　すくすく相談
　21日㈭　午前10時～
●節分制作
　27日㈬　午前10時30分～
　30日㈯　午後10時30分～
　

まえつえ子育て支援施設　☎２４０９

●人形劇観劇
　９日㈯ 午前10時～11時
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　20日㈬　午前10時～11時
●ランチday
　21日㈭　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●身体計測
　12日㈫　
　午前９時30分～正午
●フレンズデー（土曜開放日）
　23日㈯　
　午前９時30分～正午
★鬼のお面作り
　26日㈫　
　午前９時30分～正午

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

●お正月のあそび
　６日㈬・７日㈭　午前11時～
●カレンダー作り
　18日㈪　午前11時～
●お誕生会
　25日㈪　午前11時～
※誕生者は30分前に集合。
★作って遊ぼう
　鬼のお面を作ろう
　26日㈫　午前11時～

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●おしゃべりクラブ
　13日㈬　
　午前11時～午後０時30分
●お誕生会
　19日㈫　午前11時～
●プレママくらぶ
　20日㈬
　午後１時30分～３時
●ツインズくらぶ
　22日㈮　
　午後１時30分～３時30分

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

元気な日田っ子集まれ！

乳

さくらこ

乳

江田奏真ちゃん
（３歳・天瀬町合田）

樋口貴大ちゃん
（３歳・石井３丁目）

乳

乳

たかひろ そうま

りんと

乳

小

小

乳

小

工藤悠樹ちゃん
（３歳・田島２丁目）

冷川蒼紫ちゃん
（１歳・殿町）

髙倉萌衣ちゃん
（３歳・田島３丁目）

め い

り お

ゆうき
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日田市消防団出初式
１月17日㈰　午前８時30分～
・大原グラウンド（東部中学校横）（午前８時30分～）
　人員服装点検、訓練点検、機械器具点検、操法点検など
※操法点検では日田方面団豆田分団、隈庄手分団、大山方面団第５分団による水出し操法を実施します。

・三隈川右岸遊歩道（午前11時頃～）
　放水点検[銭渕橋下流]

・パトリア日田（午前11時40分～）
　表彰式

※当日、団員が大原グラウンドに集合するまでの間、消防車のサイレンを吹鳴します。
　皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

問防災・危機管理室☎㉒８３６３（市役所４階）
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